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活動組織の紹介 

 

 

 

 

 

◆              （四日市市） 

設  立   ２００７年（平成１９年） 

取組面積   田：８７.７０hａ 畑：０hａ  

主要施設   水路：３６．９ｋｍ 農道：１７．４ｋｍ 

構 成 員   土地改良区、営農組合、水利組合、自治会、慶寿会、女性の会、子供会、消防団 

       総勢 ３４名 

 

私たちが活動する地域は、山間に足見川、鎌谷川一級河川の両側に広がる水田に水稲，麦を中心にした 

農業を営んでいます。 

今年で４期目の活動にはいります、構成員の参加も多くなり各団体の理解も得るようになってきました。 

農地、水路、農道の維持管理で遊休農地の発生を防ぎ、年中どこかで花が咲いている町づくりを続けています。 

高齢化により、離農、兼業農家の減少が進み、耕作放置の用地が増えてきています、地域資源を地域で支える

体制づくりを皆さんの協力で推進を続けることがいかに大変か、構成員をはじめ町内の多くの方と共有してい

きたいと思っています。 

年間計画に沿って様々な取り組みを行っていますが、その代表例を紹介させていただきます。 

 

１．農用地 

農用地の法面が急傾斜で数メートルの高さがある所では、いのししがミミズ、コウズルの球根を探し 

大きな穴を掘っていきます。大雨による欠損部の補修、草刈りはもちろん維持することが大変です。 

地権者による電柵設置、土のうでの補修、草刈りによる維持を行っています。 
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２．水路 

用水路はＵ字溝などで施工されていますが、排水路は底打ちされていなく、土砂がたまりそれに草が生え 

排水の流れが滞ります。スコップでの泥上げは大変な作業で、時にはユンボで対応して、底打ちを行ってい 

ます。 

 

３．農道 

長年使用されていない農道が三ケ所ありました。農道の路肩、それに沿った山林からの倒木、竹などで通

行不可になっていました。数年で一箇所ごと通行できるように、倒木処理、竹伐り、草刈り、側溝の泥上げ、

砂利置き、重機などで整備を行い通行可能にして、車が通れるようになり、森林沿いに散歩できるようにな

りました。 

 

４．環境保全活動 

景観形成活動を中心に地域の皆様とのつながりを大切にしたいと願い取り組んでいます。 

ひまわり植栽、コスモス植栽で開花時は地域の内外の方に喜んで頂いています。地域で栽培した野菜、ミ

カン等を集めミニ青空市場を開きます。その時にいのしし焼肉、焼き芋、ジャンボシャボン玉、餅つきをコ

ロナ対策行いながら随時行っています。 
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今後の活動として、リーダーの若返りを図りながら、担い手と協力して、地域の資源の良い所、整備が必要

なところを話し合いながら、構成員それぞれが、参加意欲が持てるよう進めていきたいと思います。 

 

 

 

 令和４年度 活動内容が拡充されました 

 

拡充の内容 

 

 多面的機能の増進を図る活動の活動項目「広域活動」を「広域活動・農的関係人口の拡大」に改正 

 し、地域外からの呼び込み活動も対象とすることで、地域資源の管理を広域的に担う体制整備を推 

 進する。 

事 務 局 か ら の お 知 ら せ 
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・多面的機能の増進を図る活動（任意） 

   地域の創意工夫に基づく上記のａ～ｉの活動を毎年度実施。なお、多面的機能の増進を図る活動に取り

組む場合は、ａ～ｈの選択した活動に加え、「i:広報活動・農的関係人口の拡大」も毎年度実施。 

   直ちにａ～ｈのいずれかの活動に取り組めない地区については、資源向上支払（共同）の交付単価は基

本単価に５/６を乗じた額になります。 

   対象農用地に中山間地域等が含まれる場合は、広報活動の実施を任意としています。 

 

  安全管理の徹底について 

    

   全国的に多面的機能支払交付金の共同活動中の事故件数が増加傾向にあります。令和３年度中に活動中

に発生した事故は１６１件の報告があり、昨年度より大幅に増加しています。 

  ・作業場所の危険確認および周囲の状況確認等を行っていないことが原因で起きた事故が多く見受けられ 

ました。 

  ・被災状況は転落・転倒による被災が６８件、草刈機等への接触による被災（主に創傷）が３９件と多 

く、被災原因の過半数は２つのうちのどちらかとなっています。 

 

   このため令和２年度の制度改正で、活動指針として実践活動等の際に

は安全な活動に努めることが明記され、活動要件に研修メニューとして

「事務・組織運営等に関する研修」に「機械の安全使用に関する研修」が

追加され、全ての活動組織で活動期間中に１回以上実施することが必要

になりました（未実施の場合は交付金の返還対象）。 

活動組織は、研修・講習会等を活用して草刈機等の機械の安全な使用方

法の習得に努めて下さい（協議会のホームページに「多面的機能支払交付

金共同活動の安全のしおり」を掲載しておりますのでご活用下さい）。 

 

 

 

 

 

 

   事務局では、日頃の皆様の活動を「たより」に紹介しますので、紹介を希望される 

活動組織の方はどんどん投稿して下さい。 

         投稿先  〒５１４－０００６  津市広明町３３０番地  

三重県農地・水・環境保全向上対策協議会 

 ＴＥＬ ０５９－２２６－４８２４  

ＦＡＸ ０５９－２２５－７３３２ 

 

 

 


